
（
軽
微
な
変
更
）

（
軽
微
な
変
更
）

第
四
十
五
条
の
八

﹇
略
﹈

第
四
十
五
条
の
八

﹇
略
﹈

２

前
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
変
更
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用

し
な
い
。

２

前
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
変
更
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用

し
な
い
。

一
・
二

﹇
略
﹈

一
・
二

﹇
略
﹈

三

沖
縄
県
及
び
離
島
等
（
沖
縄
県
に
属
す
る
も

の
を
除
く
。）の
需
要
に
応
ず
る
た
め
に
必
要
な

供
給
能
力
の
確
保
に
関
す
る
も
の

三

沖
縄
県
及
び
離
島
（
沖
縄
県
に
属
す
る
も
の

を
除
く
。）の
需
要
に
応
ず
る
た
め
に
必
要
な
供

給
能
力
の
確
保
に
関
す
る
も
の

３

﹇
略
﹈

３

﹇
略
﹈

（
変
更
登
録
の
申
請
）

（
変
更
登
録
の
申
請
）

第
四
十
五
条
の
九

﹇
略
﹈

第
四
十
五
条
の
九

﹇
略
﹈

２

法
第
二
十
七
条
の
十
九
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
二
十
七
条
の
十
六
第
二
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

２

法
第
二
十
七
条
の
十
九
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
二
十
七
条
の
十
六
第
二
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
変
更
を
必
要
と
す
る
理

由
を
記
載
し
た
も
の
と
す
る
。

一

変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

﹇
新
設
﹈

二

法
第
二
十
七
条
の
十
九
第
三
項
に
お
い
て
読

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
十
八
第

一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
該
当
し
な
い
こ
と

を
誓
約
す
る
書
面

﹇
新
設
﹈

３

﹇
略
﹈

３

﹇
略
﹈

（
事
業
の
休
止
及
び
廃
止
並
び
に
法
人
の
解
散
の

届
出
）

（
事
業
の
休
止
及
び
廃
止
並
び
に
法
人
の
解
散
の

届
出
）

第
四
十
五
条
の
十
四

法
第
二
十
七
条
の
二
十
五
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
全
部
又
は
一
部
の
休

止
又
は
廃
止
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ

の
実
施
の
日
の
二
十
日
前
ま
で
に
、
様
式
第
三
十

一
の
十
五
の
特
定
送
配
電
事
業
休
止
（
廃
止
）
届

出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業

大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

事
業
の
全
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と

を
要
し
な
い
。

第
四
十
五
条
の
十
四

法
第
二
十
七
条
の
二
十
五
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
全
部
又
は
一
部
の
休

止
又
は
廃
止
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様

式
第
三
十
一
の
十
五
の
特
定
送
配
電
事
業
休
止

（
廃
止
）届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、

経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
事
業
の
全
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
す

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付

す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
・
二

﹇
略
﹈

一
・
二

﹇
略
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
略
﹈

（
発
電
事
業
の
届
出
）

（
発
電
事
業
の
届
出
）

第
四
十
五
条
の
十
九

﹇
略
﹈

第
四
十
五
条
の
十
九

﹇
略
﹈

２

法
第
二
十
七
条
の
二
十
七
第
一
項
第
五
号
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

２

法
第
二
十
七
条
の
二
十
七
第
一
項
第
五
号
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

一
〜
三

﹇
略
﹈

一
〜
三

﹇
略
﹈

四

一
般
送
配
電
事
業
者
又
は
配
電
事
業
者
に
そ

の
一
般
送
配
電
事
業
又
は
配
電
事
業
の
用
に
供

す
る
た
め
の
電
気
を
発
電
し
、
当
該
電
気
を
供

給
す
る
こ
と
を
約
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
供
給
の
相
手
方
及
び
そ
の
内
容

四

一
般
送
配
電
事
業
者
に
そ
の
一
般
送
配
電
事

業
の
用
に
供
す
る
た
め
の
電
気
を
発
電
し
、
当

該
電
気
を
供
給
す
る
こ
と
を
約
し
て
い
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
供
給
の
相
手
方
及
び
そ
の

内
容

３

法
第
二
十
七
条
の
二
十
七
第
二
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

３

法
第
二
十
七
条
の
二
十
七
第
二
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一

﹇
略
﹈

一

﹇
略
﹈

二

一
般
送
配
電
事
業
者
又
は
配
電
事
業
者
に
そ

の
一
般
送
配
電
事
業
又
は
配
電
事
業
の
用
に
供

す
る
た
め
の
電
気
を
発
電
し
、
当
該
電
気
を
供

給
す
る
こ
と
を
約
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
供
給
の
相
手
方
と
の
契
約
書
の
写
し

二

一
般
送
配
電
事
業
者
に
そ
の
一
般
送
配
電
事

業
の
用
に
供
す
る
た
め
の
電
気
を
発
電
し
、
当

該
電
気
を
供
給
す
る
こ
と
を
約
し
て
い
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
供
給
の
相
手
方
と
の
契
約

書
の
写
し

三

﹇
略
﹈

三

﹇
略
﹈

４

﹇
略
﹈

４

﹇
略
﹈

第
五
節
の
二

特
定
卸
供
給
事
業

﹇
新
設
﹈

（
特
定
卸
供
給
事
業
の
届
出
）

第
四
十
五
条
の
二
十
一
の
二

法
第
二
十
七
の
三
十

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
卸
供
給
事
業
の
届
出

を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
十
一
の
二
十

一
の
二
の
特
定
卸
供
給
事
業
届
出
書
を
経
済
産
業

大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
新
設
﹈

２

法
第
二
十
七
条
の
三
十
第
一
項
第
六
号
の
経
済

産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一

電
話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
そ
の
他

の
連
絡
先

二

特
定
卸
供
給
事
業
を
行
う
地
域

３

法
第
二
十
七
条
の
三
十
第
二
項
の
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
書
類
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

電
気
の
集
約
の
方
法
に
関
す
る
も
の

二

供
給
能
力
の
確
保
に
関
す
る
も
の
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